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研究分野
専門分野: X線を用いた元素分析



X線とは ?
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エネルギーが高い

Wilhelm C. Röntgen

X線とは、最も高いエネルギー領域の電磁波 (光) 

X線の性質

物質に対する透過性が高い

物質をイオン化する

物質を透過する際、ほとんど曲がらない

結晶性物質には回折現象を示す

物質にX線を照射すると、元素に固有の
エネルギーを持つX線が発生する

レントゲン撮影、X線CT

X線回折、X線結晶構造解析

蛍光X線分析

電磁波の分類



X線と私たちとの繋がり



蛍光X線分析法 (XRF) の原理と特徴

蛍光Ｘ線分析法の特徴

・ 物質に (ある一定以上のエネルギーの) X線を照射すると、蛍光X線とよばれる

X線が発生する

・ 蛍光X線は元素によってエネルギーが異なるので、物質を構成する元素の種類

が分かる (定性分析ができる)

・ 発生した蛍光X線の量は含有量に比例するので、構成元素の定量分析ができる

・ 試料を溶解することなく (固体のまま) 非破壊で分析が可能
・ 測定の迅速性・簡便性
・ B～U までの元素の定性・定量分析が大気圧下で可能
・ダイナミックレンジが広い (ppm ～ 100%)



微小部蛍光X線分析法による蒔絵の元素イメージング
K. Nakano and K. Tsuji., X-Ray Spectrom. (2009) 

近年の蛍光Ｘ線分析法の動向

土壌中の有害金属 (Cd, Pb, Cr, Hg, As, Se) の分析 (JIS K0470: 2008)
ガソリン中の硫黄分析 (JIS K2541-4:2003, JIS K2541-7) 
プラスチック材料や工業製品中の有害金属分析 (IEC62321: 2008)
生体・植物試料中の元素分析および元素挙動解析
考古試料・文化財試料の分析

1990年代までの蛍光X線分析の主な用途は、鉄鋼・セメント・窯業材料等、いわゆる
工業材料の分析が主であった

2000年代以降、蛍光X線分析による環境試料の分析が広まっている

X線発生器や検出器が小型化・高性能化によって、
可搬型、ハンディー型の蛍光X線分析装置も普及

優れた X線集光素子の開発により、実験室でも簡便に
ミクロンオーダーの微小部元素分析が可能に



現在の研究テーマ

(1) 蛍光X線分析における鉱物効果及び水分量の影響
評価とその補正法の検討

(2) 環境標準物質利用における分析アセスメント

(3) 硫酸銅による藻類浄化効果とその浄化メカニズムの
解明

(4) X線透過法による鉱物識別装置の開発


